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〔
研
究

ノ
ー
ト
〕

『新

和
歌
集
』
成
立
時
期
小
考

中

川

博

夫

 
鎌
倉
中
期

の
関
東

は
、
幾

つ
か

の
和
歌

の
業
績
を
為
し
た
。
宗
尊
親
王
幕
下

の
鎌
倉
歌
壇

の
生
ん
だ

『
東
撰
和
歌
六
帖
』
・
『
中
務
卿
宗
尊
親
王
家
百
五
十
番

 

(1
)

歌
合
』

(以
下
、

『
百
五
十
番
歌
合

』
と
略
記
す

る
)
・
同
家

「
百
首

」
や
、
所

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2
) 
 
(3
)

謂
宇
都

宮
歌
壇

の
残
し
た

『
新

 
和
歌
集
』
等

で
あ

る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(
4
)

 
そ

の

『
新
和
歌
集
』
と

『
百
五
十
番
歌
合
』

と
に
於
て
、
後

藤
基
政

・
同
基

(5
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(6
)

隆
(
兄
弟
)
、
藤
原

(
安
達
)
時
盛

の
詠
が
、
各

々
、

四
首

・
三
首

・
一
首
重
出

し
て
い
る
。
こ
の
事
実

は
、
『
新
和
歌
集
』

の
成
立

に
関
連
し
て
、
些

か

の

注

意

を
要
す
る
も
の
と
思
わ
れ

る
の
で
、
以
下
、

そ
れ

に
つ
い
て
考
察

を
加
え
て

み
た

い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(7
)

 
『
新
和
歌
集
』

の
成
立

に
つ
い
て
は
諸
説
あ

る
。
撰
者

の
問
題
は
本
稿

で

は

保
留
す

る
と
し
て
、
そ

の
時
期

に
つ
い
て
は
、
以
下

の
二
説
が
有

力

で

あ

ろ

う
o
 
 

イ
 

正
嘉

二
年

(
一
二
五
八
)
十

一
月

一
日
～

正
元
元
年

(
=

一五
九
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(8
)

 
 
 
 

八
月
十
五
日
前
後
。

 
 

ロ

ー
正
元
元
年

(
一
二
五
九
)
七
月
二
日
ま
で

の
時
期

に

一
応
成
立
。

 
 
 

2
そ
れ
以
降
弘
長
元
年

(
=

=
ハ
一
)
夏

過
ぎ

ま
で
に
切
継
作
業
。

 
 
 

3
数
十
年

を
経

て
、
宇
都
宮

公
綱

の
歌

二
首
が
、
公
綱

自

身

或

い
は

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

(9
)

 
 
 
 

こ
れ
に
近

い
老
な
ど
に
よ
り
、
追
加
さ
れ
た
。

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
(10
)

 

ロ
説
が
提
出

さ
れ

る
以
前

に
刊
行

の
、
『
群
書
解
題
』
(
続
群
書
類
従
完
成
会

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

(11
)

昭
35

・
11
)
・
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』

(明
治
書
院
 
昭

37

・
11
)

は
イ
説

を

踏

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
(12
)

襲

し
て
い
る
。
比
較
的
近
刊

の
、
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
(
岩
波
書
店
 
昭

 
 
 
 

 
 
 
 
 

(13
)

59

・
4
)
・
『古

典
和
歌
必
携
』
(學
燈
社
 
昭

61

・
7
)
は
、

イ
説
を

取

り
、

 
 
 
 

 

(14
)

『和
歌
文
学
辞
典
』

(桜
楓
社
 
昭
57

・
5
)

は
、

ロ
説
を

取

る
。
又
、
『
和
歌

 
 
(15
)

大
辞
典
』
(
明
治
書
院
 
昭

61

・
3
)

は
、
イ

・
ロ
両
説
を
併
記
し
て
い
る
。

 

一
方
、
『
百
五
十
番
歌
合
』

の
成
立
は
、
「
寄
合
弘
長
元
年
七
月
七
日
」
と
記
す
同

書
内
題

に
よ
り
、
弘
長
元
年

(
一
二
六

一
)

七
月

七
日
と
考
え

て
、

一
応

は
大

 
 
 
 

(16
)

過
あ

る
ま

い
。
同
歌
合
を
立
項
し
て

い
る
前
記
辞
典
類
中
、
『
和
歌

文

学

大
辞

(17
)

典
』

は
、
そ

の
成
立
時
期

に
つ
い
て
、
弘
長

元
年
七
月

七

日

以

降
、
と
し
、

 
 
 
 

 

(18
) 
 
 
 
 
 

(19
)

『
和
歌
文
学
辞
典
』
・
『
和
歌
大
辞
典
』
等

は
、

弘
長

元
年
七
月

七

日
、
と
し
て

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

(20
)

い
る

(『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
は
別
項
目
に
於

て
言
及

し
、
弘

長

元
年
七

月
成
立
と
す
る
)
。

 

従

っ
て
、

一
般
的

に
、
歌
合
出
詠
歌
が
撰
集

に
採

択
さ
れ
る
と
い
う
過
程
を

想
定
す
れ
ぽ
、
右
記

の
イ
説

は
、
矛
盾
を
呈
す
る

こ
と
に
な
ろ
う
。
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『
百
五
十
番

歌
合
』

に
於

て
、
基
政

・
基
隆

・
時
盛
が
、
『
新
和
歌
集
』

に
所

載
さ
れ
た
既

製
歌
を
敢
え

て
出
詠
す

る
必
然
性
は
全
く
無

い
と
考

え

ら

れ

る

(
特

に
基
政

・
基
隆

に

つ
い
て
は
、
『
百

五
十
番
歌
合
』

の
詠
十
首
中
、
各

々
、

四
首

・
三
首

ま
で
も
、
『
新
和
歌
集
』
所
収
歌
を
以
て
提
出
さ
れ
た
も
の

と

は

考

え
難

い
)
。
故

に
、
現
存

『
新
和
歌
集
』

の
完

全
な

る
成
立
を

『
百
五

十

番

歌
合
』

に
先
行

さ
せ
て
考
え

る
の
に
は
無
理
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

の
で
あ

る
。

 
強

い
て
イ
説

の
範
囲
内

に
可
能
性
を
探

る
と
、
『
百
五
十
番
歌
合
』

の

前

記

三
者

の
和
歌
は
、
『
新
和
歌
集
』
成
立
時
期
以
前

に
詠
出
さ
れ
た
も

の

で
、
そ

の
詠
草

(
歌
稿
)

が
、

一
方

で

『
新
和
歌
集
』
撰
修

の
資
料
と
な
り
、
他
方

で

『
百

五
十
番
歌
合
』

に
提
出

さ
れ
た
場
合
を
想
定
し
得

よ
う
。

こ

の

可

能

性

は
、
『
百
五
十
番
歌
合
』
所
収
歌

に
、
同
歌
合
及
び

『新
和
歌
集
』

成

立

時
期

以
前

の
詠
作

が
あ

る
か
等
、
猶
、
慎
重

に
吟
味
さ
れ
な
け
れ
ぽ
な
る
ま

い
が
、

現
在

の
と

こ
ろ
、

そ

の
根
拠

と
な
る
べ
き
事
実
や
傍
証

と
す

べ
き
状
況
も
見
出

し
得
ず
、
保
留

と
し
て
お
く
。

 
さ

て
、
弘
長
元
年

(
=

一
六

一
)

七
月
七
日

の

『
百
五

十

番

歌

合
』
成
立

後
、
基
政

・
基
隆
兄
弟
と
時
盛

の
歌
が
、
『
新
和
歌
集
』

に
補
入
さ
れ
た

も

の

と
す
る
と
、

ロ
説

の
同
年

「
夏
過
ぎ
ま
で
」

の
切
継
作
業

の
時
期

の
範
囲

に
は

辛
う
じ
て
収

ま
る

(「
夏
過
ぎ
」

の
解
釈
に
よ
り
異
な
ろ
う
)
。
そ

の
措
定

に
於

て
、
検
討
す

べ
き
問
題
点
を
、
以
下

に
示
す
。

 
 
ω
基
政

・
基
隆

の

『
百
五
十
番
歌
合
』
出
詠
歌
と
重
複
す

る
七
首
中

の
六

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
(21
)

 
 
 
首
が

『
新
和
歌
集
』

に
於
て
は
、
何
れ
も
詞
書

が
無
表
記
で
あ

り
、
他

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

(22
)

 
 
 
の

一
首

(基
隆
詠
)

と
時
盛

の

一
首
も
、
各

々
、
「
菖
蒲
を
」

・
「
里
播

 
 
 
衣
」

の
如
き
題

の
み
記
し
、
詠
作
事
情

は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、

や
や
不

 
 
 
審

で
あ
る
。
同
時

に
、
そ

の
詞
書

の
問
題
も
含

め
て
、
当
該
歌

の
同
集

 

に
於
け
る
配
列
構
成

(前
後
歌
と
の
関
係
)

に
も
疑
問
が
残

る
。

㈲

『
百
五
十
番
歌
合
』

の
全
作
品
か
ら
、
基
政

・
基
隆
兄
弟

の

詠

の

み

 

が
、
計
七
首
に
も
及

ん
で
、
『
新
和
歌
集
』

に
追
補

入
さ
れ
た
こ
と
を
、

 
偶
然

の
結
果

に
よ
る
と
判

断
す

る
に
は
、
少
し
く
疑
義

を
残
す
。

 

ω

に

つ
い
て
は
、
注
21
に
於
て
考
察

し
た
如
く
、
詞
書

の
無
表
記
は
、
各
当

該

の

一
首
以
前

の
詞
書

を
受
け
て
い
る
と
は
考

え
難
く

(
受
け
る
と
し

て
も
、

「
題

し
ら
す
」
)
、
同

集
撰
修

段
階

で
無
表
記
と
な

っ
た
可
能
性
が
あ
る

(
基
隆

詠

の

一
首
と
時
盛
歌

は
詞
書
付
与
か
)
。

 
同

時

に
、
そ
の
詞
書
も
含

め
て
、
配
列

の
状
態
を
検
証
す

る
と
、

注

21
・
22

に
記

し
た
如
く
、
当
該
歌
と
そ

の
前
後

の
詠
は
、

主
題

・
内
容

・
表

現

に

よ

り
、
関
連
付
け
ら
れ
た
歌
群
を
構

成
し
て
お
り
、
明
ら
か
な

る
破
綻
を
呈
し

て

い
る
訳

で
は
な

い
。
し

か
し
な
が
ら
、
精
撰
さ
れ
た
配
列
構
成
と
も
見
倣
し
難

く
、
猶
、
そ

こ
に
切
継
作
業
が
為

さ
れ
た
可
能
性
を
認

め
る
こ
と
も

で
き
る
。

 
『
百

五
十
番
歌
合
』
は
、
将

軍
宗
尊
親
王
を
主
宰
老

に
、
真

観
を
師
範

と

仰

ぐ
同
期

の
鎌
倉
歌
壇
最

大

の
業
績

で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
宇
都
宮
家

の
春

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(23
)

族
中
、
同
歌
合

に
参

加
し
た
の
は
、
小
田

(
八
田
)
時
家

の

み

で

あ

る
。
元

来
、
御
子
左
家
与
党

で
あ

る
宇
都
宮
側

に
と

っ
て
は
、
反
御
子
左
派

の
領
袖
真

(24
)

観
が
中
心
と
な
り
催
行

し
、
か

つ
宇
都
宮
家

か
ら
の
参
加
が
少
な

い
同
歌
合

に

対
し

て
、
少

な
く

と
も
特

段
の
好
意
的
関

心
を
持

つ
理
由
は
な
か

っ
た

(或

い

は
む
し
ろ
快
く
思

わ
な
か

っ
た
か
)
と
想
像
す

る
こ
と

に
さ
程
無
理

は
あ

る
ま

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

(25
)

い
。
殊

に
、
当
該
時
期
前
後
は
、
『
続
古
今
和
歌
集
』
撰
者

の
座
を

続

り
、
宇

都
宮
家
親
族

た
る
為
家

と
反
対
勢
力
-
基
家

・
家
良

・
行
家

・
真
観
1
と

の
確

執

に
於
て
微

妙
な
る
も

の
が
想
定
さ
れ
る
時
期

で
あ
る
。

こ
の
点
も
勘
案
す

る

と
、
右

の
推
測
は
、

よ
り
了
解
し
易
や
す

い
も

の
と
な
ろ
う
。

一81一



 

従

っ
て
、
「
宇
都
宮
歌
壇
」

を
基
盤
と
し

て
成
立

し
た
同
集

に
、
『
百
五
十
番

歌
合
』

の
出
詠
歌
を
継
入
れ
る
に
際
し
、
撰
老
又
は
切
継
従
事
者

(何

れ
に
せ

よ
、
宇
都
宮
家
周
辺

に
関
係
深

い
者

で
は
あ
ろ
う
)

が
、

一
首

の
内
容

・
表
現

等

に
よ
り
配
置

に
留
意
し

つ
つ
も
、
そ

の
詠
作
事

情
を
積
極
的

に
銘
記
す

る
こ

 
 
 
 
 
 
(26
)

と
は
し
な
か

っ
た
と
推
測
す

る
こ
と
も

で
き
る

の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
の

で
あ
る

(
こ
の
詞
書

・
配
列

の
問
題

に
つ
い
て
は
、
或

い
は
、
同
集

の
編
纂
が

未
完

で
あ

り
、
切
継
歌

に
限
ら
ず

、
集
全
般

に
渡
り
詠
作
事

情
等

の
詞
書

の
誤

脱

や
配
列

の
矛
盾
等
が
点
検
さ
れ
な

い
ま
ま
今

に
伝
え
ら
れ
た
事
情
を
示
唆
す

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(27
)

る
も
の
と
解
釈
す

る
こ
と

の
妥
当
性
も
否
定

さ
れ
ま

い
)
。

 

と
こ
ろ
で
、
『
百

五
十
番

歌
合
』

の
成
書
化
を
、
弘
長

元
年

(
一
二
六

一
)
七

月
七
日
以
降
の
こ
と
と
し
て
、
右

の
如
く
同
歌
合
所
収
歌
を

『
新
和
歌
集
』

に

追
補
し
た
者
が
、
事
実

上
同
歌
合
自
体
を
そ

の
資
料

に
用

い
た
と
信
ず
れ
ぽ
、

同
集

の
成
立

(
切
継
)
時
期

の
下
限
に

つ
い
て
は
、

ロ
説
2

の
、
同
年

「
夏
過

ぎ

ま
で
」
を
や
や
拡
大
解
釈
し
、
秋
以
降

に
ま

で
引
き
下
げ

て
考
え

る
べ
き

で

あ

ろ
う

か
と
思
わ
れ

る
。

 

猶
、

ロ
説

3
の
公
綱
歌
の
数
十
年
後

の
継

入
れ
を
肯
定
的

に
勘
案
し
、
そ

の

時
期

に
到
る
ま

で
の
、
相
当
長
期
間

の
切
継
作
業

の
継
続
を
仮

定

す

れ

ば
、

『
百
五
十
番
歌
合
』

所
収
歌

の

『
新
和
歌
集
』
へ
の
補
入
を
、
右
よ
り
更

に
下
ら

せ
た
時
期

に
想
定
す

る
こ
と
も
認
め
ら
れ
よ
う
。

し
か
し
、

こ
の
公
綱
歌

に
つ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(28
)

い
て
は
、
「
藤
原
公
綱
」
(
『
新
和
歌
集
』
中

の
表
記
)

の
特

定

(宇
都
宮
公
綱

と
認
定
し
得

る
か
)
や
、
数

十
年

を
経

て
の
切
継

の
必
然
性
等

の
疑
問
点
を
残

し

て
お
り
、
今
後

の
検
討
課
題

と
す

べ
き

で
あ
る
。
従

っ
て
、
同
歌
合
歌

の
同

集

へ
の
補

入
時
期

の
下
限

に

つ
い
て
も
、
弘
長
元
年

と
か
な
り
隔

っ
た
時
点

に

設
定
す
る
こ
と
は
、

一
可
能
性

と
し
て
記
す

の
み
に
留

め
た

い
。

 

上
述

の
如
き
推
測
上
に
立
論
す

る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
し
て
も
、
㈹

の
問
題

ー

何
故
、
基
政

・
基
隆

の
歌
が
、
少

な
く
と
も
七
首

ま
で
も

『
新
和
歌
集
』

に
追
補
さ
れ
ね
ぽ

な
ら
な
か

っ
た
か
と

い
う
疑
問
-
 

は
残

る
。
同
集

入
集
歌

数
は
、
『
百
五
十
番
歌
合
』

と
の
重
出
歌
を
合
わ

せ

る

と
、
基
政
十

二
首

(宇

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(29
)

都
宮
縁
者
以
外
で
は
第

三
位
)
、
基
隆
五
首
、
と
な
る
。
宇
都
宮
蓮
生

の

女

婿

で
あ

る
藤
原
為
家

の
十

一
首

に
比
し

て
も
、
好
遇

さ
れ

て
い
る
と
言
え
よ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(30
)

 

こ
の
結
果

は
、
後
藤
家
と
宇
都
宮
家

と
の
姻
戚
関
係

(後

藤
基

政
男

基
頼

の

息
基
宗

の
母
が
宇
都
宮
頼

業
女
で
あ

る
)

の
事
実
、
若

し
く
は
、
そ

の
結
縁

に

到
る
ま

で
の
両
家

の
交
誼

に
起
因
す

る
の
で
は
な

い
で
あ

ろ
う
か
。
即

ち
、
切

継
作
業
が
進
行
し
て

い
た

『
新
和
歌
集
』

が
、
改

め
て
、
縁
者
と
な

っ
た
、
又

は
結
縁
以
前

の
深
交
状
態

に
あ

っ
た
後
藤
家

の
人

々
の
詠
を
何
首

か
補

入
し
た

と
は
考
え
ら
れ
な

い
で
あ

ろ
う
か
。

そ
れ
は
直
接
的

に
は
、
頼
業

か
頼

業
周
辺

の
要
請

に
よ
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

 
右

の
仮
説
が
認

め
ら
れ

る
と
す
る
と
、
両
家

の
結
縁

の
時
期

は
、

こ

の

『
百

五
十
番
歌
合
』
成
立
時
期
前
後

と
推
定

さ
れ
る

(
勿
論
実
際

の
婚
姻

の
時
期

は

確
定

で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
同
時
期
前
後

に
、
両
家
が
接
近

・
親
交

の

状
態
に
あ

っ
た

こ
と
は
窺
知

さ
れ

よ
う
)
Q

こ
れ
は
、
別
稿

に
既
述
し
た

基

頼

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(31
)

男

の
基
宗

(母
頼
業
女
)

の
生
年

の
推
定

(
弘
長
元
年

(三
六
二
)
頃
～
文
永
九
年

三
七
二
)
頃
)

と
も
矛
盾

は
な
い
。

 

以
上

に
推
定

し
た
内
容
を
簡
略
に
ま
と
め
て
お
く
。

 

①

『
新
和
歌
集
』

に
重
出
す

る
後
藤
基
政

・
基
隆

の

『
百
五
十
番
歌
合
』
出

詠

の
七
首
は
、
恐
ら
く
は
、
宇
都
宮
家
と
後
藤
家
と

の
接
近

(又
は
結
縁
)

が

機

縁
と
な
り
、
或

い
は
宇
都
宮
頼
業
周
辺

の
働
き

か
け

に
よ

っ
て
、
同
集

に
追

補
入
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
可
能
性
が
あ

る

(
時
盛
詠

の

一
首
も

こ

れ

に

準

じ

一82一



る
)
。
従

っ
て
、
同
集

の
成
立
時
期

に
つ
い

て

は
石
川
速
夫
氏

の
説
ー

正

元

元
年
七
月

二
日
ま

で
の
時
期

に

一
応
成
立
、
弘
長
元
年

夏
過
ぎ
ま

で
切
継
ー

に
、

こ
の

一
事

に
よ
る
限

り
蓋
然
性
が
認

め
ら
れ
よ
う
。

 

②
更

に
、
切
継

の
期
間

の
下
限

は
右

よ
り
下
る
可
能
性
も
存
し
、
又
、
詞
書

・
配
列

の
状
態
等

に
不
自
然
さ
を
残
し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
現
存
本

に
よ
る

限
り
、
同
集
が
あ

る
程
度

の
改
訂
作

業

の
期
間

を
経

て
、
結
局
は
、
未
精
撰

で

あ
る
こ
と
を
窺
知
さ
せ
る
。

 
③

①
を
換
言
す
る
と
、
『
百
五
十
番
歌
合
』
・
『
新
和
歌
集
』
両
者
間

の
基
政

・
基
隆
詠
計
七
首
重
出

の
事
実

は
、
後
藤

・
宇
都
宮
両
家

の
結
縁

11
基
頼

と
頼

業
女

の
婚
姻
が
、
弘
長
元
年
前
後

で
あ

る
こ
と
を
示
唆
す

る
。
従

っ
て
、
基
頼

男
基
宗

の
生
年
も
そ
れ
以
後

で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

以
上
は
、
仮
定
を
積

み
重

ね
た
存
疑
多
大

の
私
見

で
あ

る
が
、
こ
こ
に
敢
え

て
提
出

し
、
大
方

の
御
批
判

・
御
教
示
を
懇
請
申

し
上
げ
る
次
第

で
あ
る
。

注1
 

『未
刊
中
世
歌
合
集
』
下

(古
典
文
庫
 
昭
34

・
3
)
所
収

(尊
経
閣
文
庫
本

・
谷

 
山
茂
氏
蔵
本
)
。
本
稿
は
同
本
文

に
よ
る

(尊
経
閣
文
庫

本
は
原
本
を
参
照
し
た
)。

2
 
同
集

の
書
名
は
、
元
来

『新
式
和
歌
集
』
で
あ

っ
た
も

の
が
、 

「有
子
細
」

に
よ

 
り

「式
」

の

一
字
が
除

か
れ
た
と
い
う
事
情
が
あ
る

(注

3
所
掲
書
石
川
氏
解
題
等

 
参
照
)
。
但
、
本
稿

に
於
て
は
、
以
下
、
『新
和
歌
集
』

と
表
記
す

る
。
又
、
こ
の
書

 
名
問
題
は
、
「新
玉
集
」

(散
逸
)
と

の
関
係
か
ら
も
注
意

さ
れ
る
。
猶
、
こ
の
点
に

 

つ
い
て
は
、
同
学

の
小
林

一
彦
氏
に
新
見
が
あ
り
、
本
稿
刊
行
時
以
前

に
は
公
に
さ

 
れ
て
い
る
こ
と
と
思

わ
れ
る

(和
歌
文
学
会
昭
和

61
年

11
月
例
会
で
発
表

の
予
定
)
。

3
 

『群
書
類
徒
』
巻

一
五
三
所
収
。

他

に
、
宇
都
宮

二
荒
山
神
社
蔵
寛
文
本
を
底
本

と
し
、
天
理
図
書
館
本
以
下
の
六
本
を
対
校
さ
せ
た
、
石
川
速
夫
氏
難

薪

○
和

 
歌
集

』
(奥
付

・
背
題

は

『新
式
和
歌
集

』)
が
あ
る
。

 
 
猶
、
小
林

一
彦

氏
に
よ
る
新
た
な
る
校
本
が
、
近
く
刊
行

(『芸
文
研
究
』
第
五
〇

号
昭
61
年
12
月
予
定
)

さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
神
宮
文
庫
本
を
底
本
に
、
対
校
本
と

 

し
て
新
出
の
伝
本
も
あ
る
。
今
後
、
同
集

の
研
究

に
資
す
る
と

こ
ろ
大

で
あ
る
と
期

 

待

さ
れ

る
。

 
 

本
稿
所
引

(注
21

・
22
)
の
本
文
は
、
小
林

氏
校
本
を
原
稿
段
階

で
閲
覧

さ
せ
て
頂

 

き
、
原
本

・
写
真
版
を
参
照
し

つ
つ
、
同
校
本

に
よ

っ
た
。

 
 

小
林

氏
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
る
。

 
 
 

底
本

…
神
宮
文
庫
特
別
本

。

対
校
本

…
神
宮
文
庫
本

(神
)
。

学
習
院
大
学
本

 
 
 

(学
)
。
宇
都
宮

二
荒
山
神
社
本
(宇
)。
彰
考
館
本

(彰
)
。
天
理
図
書

館
本

(天
)
。

 
 
 

群
書
類
従
本

(群
)
。

 
 
 

 
異
同
は
、
本
行
右
側

に
小
字

で
示
す
。

(
)
内
は
略

号
。
猶
、
同
校
本
そ

の

 
 
 

 
ま
ま

の
引
用

で
は
な
く
、
省
略
に
従

っ
た
場
合
も
あ

る
。

 
 

猶
、

『新
和
歌
集
』
諸
本
間

の
異
同
と
、

『百
五
十
番
歌
合
』
本
文
と

の
関
係
等
に

 

つ
い
て
は
、
後
考
を
期

し
た

い
。

4
 

同
歌
合

は
、
春

・
夏

・
秋

・
冬

・
恋
各

二
首

、
百
五
十
番
。
判
者

は

「九
条
前
内

 

大
臣
基
」
(基
家
)
、
歌

人
は
、

左

「女
房
」

(宗
尊
親
王
)
・
右

「沙
弥
真
観
」
以
下
、

 

左
右

十
五
名
。
基
政
は
、
右

五
人
目

「前
壱
岐
守
基
政
」

(左

「前
遠
江
守
時
直
」
と

 
結
番
)
。
基
隆
は
、
右

七
人
目

「左
衛
門
権
少
尉
藤
原
基
隆
」
(左

「左
近
将
監
時
遠

」

 

と
結
番
)
。
時
盛

は
、
左
十

二
人
目

「左
衛
門
権

少
尉
藤
原
時
盛
」

(右

「讃
岐
守
師

 

平
朝

臣
」

と
結
番
)
。

 
 
猶
、
注

1
所
掲
書
解

題
に
於

て
、
同
歌
合

の
歌
が

『新
和
歌
集
』

に
見
出
さ
れ

る

 

こ
と
が
、
既

に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

5
 
藤
原
氏
北
家
時
長
流
、
則
明

(号
後
藤
内
)
子
孫

、
従

五
位
上
佐
渡
守

・
評
定
衆

 
後
藤
基
綱
男
。
基
政

は
、
文
永

四
年

(
一
二
六
七
)
六
月
二
十
三
日
卒

(五
十
四
歳
)
、

 
従
五
位
上

・
左
衛

門
尉

(検
非
違
使
)
・
引
付
衆

・
六
波
羅
評
定
衆
、

『続
後
撰
集

』

 
以
下

の
勅
撰
集

に
11
首

入
集
。

 
 
基
隆
は
、
従
五
位
下

(
】
説
従
五
位
上
)
左
衛

門
尉

(検

非
違
使
)
・
六
波
羅
評
定

 
衆
、
『続
古
今
集
』
以
下

の
勅

撰
集

に
8
首
入
集
。

 
 
猶
、
拙
稿

「後
藤
基
綱

・
基

政
父
子
O
ー

そ
の
家
譜
と
略
伝

に

つ
い
て
ー

」

 

(『芸
文
研
究
』
第

四
十
八
号
)
・
「
(同
)
⇔
1

そ

の
和
歌
の
事
績
に

つ
い
て
i

」

 

(同
第

五
十
号
)
を
御
参
照

い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
(⇔
に
於

て
、
本
稿

の
結
論

 
相
当
部
分
を
記
述

し
た
)
。

6
 
藤
原
氏
北
家
魚
名
流

、
従
五
位
上

・評
定
衆

・秋
田
城
介
景
盛
男
。
弘
安

八
年

(
一

 
二
入
五
)
六
月
十

日
卒

(四
十

五
歳
。
於
高
野
山
)、
左
衛
門
尉

・
評
定
衆

。
弘
長

三

 
年

(
一
二
六
三
)
十

一
月

二
十
九
日
出
家

(法
名
焼
忍

・
道
洪
)
。
建

治
二
年

(
一
二

 
七
六
)

九
月
遁
世
。
〔尊
卑
分
脈

・
関
東
評
定
衆
伝
〕
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7
 

0
藤
原
為

氏
説

(奥
書
を
根
拠
と
す
る
)
、
○
笠
間
時
朝
説

(石
田
吉
貞
氏
)、
○

 

宇
都
宮
景
綱
説

(石
川
速
夫
氏
)
、
等

々
。
猶
、

こ
の
撰
者

の
問
題
に

つ
い
て
は
、
小

 

林

一
彦
氏
に
よ

る
、
相
当

の
蓋
然
性

を
有
す
る
新
説
が
あ

り

(
慶
應
義
塾
大
学
国
文

 

学
研
究
会
に
於

て
既
に
発
表
済
)、
本
誌
発
刊
時
点

で
は
、
そ
れ
が
公

に

さ
れ

て
い

 

る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

8
 
内
部
徴
証
に
よ
る
、

石
田
吉
貞
氏

の
説

(「宇
都
宮
歌
壇
と
そ

の
性
格
」
(『国
語
と

 

国
文
学
』
昭
22

・
12
)
。

9
 
石
田
氏
説
を
批
判
的

に
継
承

し
、
更
な
る
内
部

の
検
証

(目
録
歌
数
と
実
入
集
数

 

と

の
差
異
等
も
含
む
)
よ
り
導

き
出

さ
れ
た
、
石
川
速
夫
氏

の
説

(『新
式
和
歌
集

』

 

(二
荒
山
神
社
昭
51

・
10
刊
)
の

「解
説
」)
。
同
説

は
更
に
、 

「歌
集
は
最
後
ま
で
完
成

 

し
た
も

の
と
し
て
の
充
分
な
点
検

や
整
理
が
な
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
書
名
や
内
容
も

 

未
精
撰
本

の
ま
ま
現
在
に
残

さ
れ
た
」
と
す

る
。

10
 

「新
和
歌
集
」

の
項
目
。
久
保
田
淳
氏
執
筆

。

11
 
同
右
項
目
。
石
田
吉
貞

氏
執
筆

。

12
 

同
右
項
目
。
家
郷
隆
文
氏
執
筆
。

13
 

同
右
項

目
。
芦

田
耕

一
氏
執
筆
。

14
 

同
右
項
目
。

(有
吉
保

氏
編
)

15
 

同
右
項

目
。
長
崎
健
氏
執
筆
。

16
 

『未
刊
中
世
歌
合
集
』
上
(下
)
(古
典
文
庫
)
の
解
題

(大
野
木
克
豊
氏

の

『前
田

 

家
尊
経
閣
国
書
善
本

解
題
』
歌
合

の
部

の
解
説
を
引
用
)等
参
照

。
猶
、

『従
二
位
顕

 

氏
集
』

(書
陵
部
蔵
五
〇

一
二

一一
一
五
。

『私
家
集
大
成

』
中
世
皿
所
収
)

の
巻
頭

に

 

「将

軍
家
歌
合
弘
長
元
年
七
月
七
日
」

の
詞
書

の
下
、
十
首
の
同
歌
合
所
収
歌

が

見

 

え
る
。

 
 
但

、
『吾
妻
鏡
』
の
同

日
の
条

に
は
、
該
当
す
る
記
事
を
見
出
せ
ず
、
『百
五
十
番

 

歌
合
』
の
催
行

の
実
際

は
、
未
詳

で
あ
り
、
仮
に
、

『時
代

不
同
歌
合
』
の
如
き
、
詠

 
作
者
自
身
が
直
接
関
与
し
な
い
机

上

の
編
集

に
よ
る
も

の
で
あ
れ
ば
、
事
情

は
変

わ

 

っ
て
こ
よ
う
。
又
、
歌
合

の
催

行
時
期

と
、
そ

の
成
書
化

の
段
階
と

の
懸
隔

の
有
無

 

の
問
題
も
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

 
 
猶
、
同
歌
合
作
者

の
位
署

は
、
大
略

、
弘
長
元
年
七
月
七
日
の
時
点
に
矛
盾
す
る

 
も

の
で
は
な
い
。

し
か
し
、

左
方
入
人
目

「左
馬
助
清
時
」

(北
条
時
直
男
清
時

・

 
続
拾
遺
集
作
者
)
は
、

『吾
妻
鏡

』
等

の
記
載

に
よ

る
限
り
、

同
時
点
に
於
て
は
、

 
「右
馬
助
」

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ

、
や
や
問
題
を
残
す
。
後
考
を
期

し
た

い
。

17
 

「宗
尊
親
王
家
百
五
十
番
歌
合
」

の
項
。
久
保
田
淳
氏
執
筆
。

「【成

立
】
弘

長

元

 
旨
9

・
七

・
七
以
降
」
と
す
る
。

18
 

「宗
尊
親
王
家
百
五
十
番
歌
合
」

の
項
。
「弘
長
元
這
①
一年

七
月

七
日
将
軍
宗
尊
親

 

王
主
催

の
歌
合
」

と
す

る
。

19
 

「将
軍
宗
尊
親

王
家

百
五
十
番
歌
合
」

の
項
。

樋

口
芳
麻
呂
氏
執
筆
。

「弘

長

元

 
這
①
一年

七
月

七
日

に
鎌
倉
第
六
代
将
軍
宗
尊
親
王
家

で
催
さ
れ
た
歌
合
で
あ
る
」
と

 

す
る
。

20
 

「藤
原
基
家
」

の
項
。
家
郷
隆
文
氏
執
筆
。
基
家

の
事
跡

に

つ
い
て
、

「
弘
長
元
年

 

(
一
二
六

一
)

七
月

『宗
尊
親
王
家
百
五
十
番
歌
合
』
に
加
判
」
と
す

る
。
猶
、

『和

 
歌
文
学
辞
典
』
は
、
「本
書

の
奥

に

「八
月
十
七
日
判
到
来
」
と

あ

り
、
京
都

在
住

 

の
九
条
前

内
大

臣
基
家

に
判
を
依
頼
し
、
加
判
返
送
さ
れ
た

の
は
翌

二
年
入
月

一
七

 
日
と
み
ら
れ
る
」

と
し
て
い
る
。

こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
更

に
検
討

を
要

す
る
と
思

 
わ
れ
る
。
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同
集

の
詞
書

の
掛

か
り
方
が
勅
撰
集

の
そ
れ

(無
表
記

の
場
合

そ
れ
以
前

の
詞
書

を
受

け
る
)

に
準
ず

る
と
判
断
し
て
良

い
か
ど
う
か
は
、
猶
、
検
討
を
要
す

る
。

と

 
も

か
く
、
前

の
詞
書
を
受
け
る
と
し
て
も
、
当
該

の
六
首
中
、

四
首
が

「題

し
ら
す
」

 
で
あ

る

(左
記
③

・
⑤

・
⑥

・⑧

参
照
)
。

 
 
こ
こ
で
八
首

の
重
出
歌
を
、
『新
和
歌
集
』
本
文
を
以
て
、
次
に
示

し
て
お
く

(注

 
3
参
照
)
。

*
は
、
先
行
歌
詞
書
に
関
す
る
注
。

(

)
内
は
、

『百

五
十
番
歌
合
』

 
の
現
状

(異
同
 
作
↓
作
者
名

e
↓
第

一
句
目
)

 
 
 
○
巻
第

一 

春
歌

 

①
76
↓
左
記
@
に
別
掲
。

 
 
 
○
巻
第

二
 

夏
謁

 
 
②
拠
↓
左
記
⑮
に
別
掲
。

 
 

○
巻

第
三
 

秋
調

 

③
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
藤
原
基
政

 
 

㎜

か

へ
る
さ
に
花
を
見
捨

し
う
ら
み
ま
て
月

に
は
れ
た
る
初
雁

の

こ
ゑ

 
 
 
 
*
泌
番
詞
書

「題
し
ら
す
」

 
 
 
 
(
六
十
五
番
右

作

「基
政
」)

 

④
踊
↓

注
22
に
別
掲
。

 
 

○
巻
第

四
 
冬
寄

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

綱
イ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

隆
(学
)

 

⑤
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤

原
基
隆

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

時
雨
(群
)

 
 

捌

な
か
そ
ら
に
う
き
た
る
雲

の
い
つ
く
よ
り
風

に
ま
か
せ
て
な
か
れ
き
ぬ
ら
ん

 
 
 

*
鵬
番
詞
書

「題
し
ら
す
」 

珊
番
詞
書
ナ
シ

 
 
 
 
(九
十
七
番
右
 
㊦
)
「時
雨
き
ぬ
ら
ん
」
)。

一84一



 

⑥

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤
原
基
政

 
 
 
 
 
 

て
(彰

・
天
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

雪

 
 

細
ふ
み
分
し
も

み
ち

の
跡
も
見
え
ぬ
ま
て
又
ふ
り
か
く
す
庭

の
し
ら
玉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

≧

 
 
 

奉
鵬
番
詞
書

「題
し
ら
す
」 

組
～
躍
番
詞
書
ナ
シ

 
 
 

(九
十
五
番
右
 
作

「基
政
」)

 

⑦
師
↓
左
記
◎

に
別
掲
。

 
 

○
巻
第
九

雑
再
上

 

⑧

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤
原
基
政

 
 

糊
も

み
ち
せ
ぬ
と
き
は
の
山
に
ふ
る
雨

は
秋
も
み
と
り

の
色

や
そ
む
ら
ん

 
 
 

*
惣
番
詞
書

「題
し
ら
す
」

 
 
 

(八
十
番
右
 
作

「基
政
」 
㊥

「色
や
そ
ふ
ら
ん
」)

.
他

の
三
首

(@

・
⑤

・
◎
)
を
次
に
示
し
、
若
干

の
考
察
を
加

え
て
み
る
。

 

@

 
 

 
鶴
岳
十
首
寄
に
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
藤
原
景
綱

 
 

75
あ

り
て
よ

の
Σ
ち
は
う
く
と
も
桜
花
さ
そ
ひ
な
は
て
そ
春

の
山
か
せ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
原
基
政

 
 
 
 
 
 
 
は
る

 
 

76
散

の
こ
る
花
も

こ
そ
あ
れ
有
て
よ
の
は
て
と
な
い
ひ
そ
花

の
き

か
く
に

 
 
 

(
二
十
番
右

作

「基
政
」)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基
(神
)

 
 
 
 
 
花

の
ち

り
か
た
に
成

け
る
を
見
侍

て
 

 

 

 

 

 
藤
原
時
朝

 
 

77
花
色
を
う

つ
り
に
け
り
と
み
る
ほ
と
に
我
身

さ
か
り
の
過
に
け
る
哉

 

こ

の
三
首

は
、
落
花
を
主
題
と

し
て
い
る
が

、
そ
こ
に
述
懐

の
意

が
込
め
ら
れ
て

い
る
点
で
、
類
想

の
歌
群
と
捉
え
ら
れ

る
。
76
番
歌
が

「鶴
岳
十
首
寄
」

の
詠
で
あ

る
可
能
性
も
、
一
応
は
残

さ
れ
よ
う
が
、
76
番
歌
は
、
75
番
歌

と
、
「あ
り
て
よ

の
」

句

の

一
致
、

「さ
そ
ひ
な
は
て
そ
」
と

「
は
て
と
な

い
ひ
そ
」

の
句

の
類
似
が
あ
り
、

そ
れ
を

以
て
、
76
番
歌
が
同
箇
所

に
配
さ
れ
た
理
由
と
も
考

え
ら

れ

る
。
し

か

し

又
、
そ

の
類
同

は
、
当
該
歌
継
入

れ
の
痕
跡

と
も
推
断
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

 
⑤

出
家

の
㌧
ち
五
月
五
日
菖
蒲

の
ね
に

つ
け

て
人

の
許

へ
申

つ
か
は
し
け

 
 
 
 
 
る
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
信
生
法
師

 
 
伽
思

ひ
き
や
袖
も
あ
や
め
も
引
か

へ
て
よ
を
う
き
ぬ
ま

の
ね
を
か
け

ん
と
は

 
 
 
 
 
五
月
五
口
く
す

玉
お
こ
せ
た
る
入

の
も
と
よ
り
そ
て
の
ぬ
る

ン
な

と
申

 
 
 
 
 
た
り
け
る
返
事

に
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

橘
友
家
女

 
 
鵬
け

ふ
は
み
な
か
く
る
な
ら

ひ
の
あ
や
め
草

い
か
な
る
ね
に
か
袖

の
ぬ
る
ら
ん

 
 
 
 
 
 
 
 

ナ
シ
(宇
)

 
 
 
 
 
菖

蒲
を

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤
原
基
隆

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

も
(宇
)

 
 
拠
な
か
き
ね
の
し

つ
く
な
か
ら
や
菖
蒲
草
さ

つ
き

の
た
ま
と
袖
に
か
け
ま

し

 
 
 
 

(五
十
二
番
右
 
⑳

「五
月
の
玉
と
」)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

み
侍
(彰

・
天
)

 
 
 
 
 
 

五
月
五
日
に
よ
め
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
軒
は
(学

・宇

・彰

・
天

・
群
)

 
 
 
鵬

わ
か
や
と
の
こ
さ
は
に
き
な
け
子
規
け
ふ

の
あ
や
め

の
ね
を

つ
く

し

つ
Σ

 
 
右

は
、
言

わ
ば

「五
月
五
日
端
午
節
供
」
歌
群

で
あ

り
、
詠
歌
内
容
よ

り
し
て
も
、

 

一
つ
の
ま
と
ま
り
を
見
せ
た
構
成
と
な

っ
て

い
る
。
し
か
し
、
勘
繰

れ
ば

、
拠
番

歌

 
以
外
は
、
精
粗

の
差
は
あ
る
も

の
の
、
何
れ
も

「五
月

五
日
」
を
含

ん
だ
詠
作
事
情

 
を
そ

の
詞
書

に
持

っ
て
い
る
の
に
対

し
、
当
該
歌

の
み
は
、

一
般
的
歌
題
を
付
与

さ

 
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
、

と
い
っ
た
点
に
、
同
首

の
追
補
入

の
可
能
性
を
窺

い
得

る

 
か
と
も
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。

 
 
◎

 
 

 
宇
都
宮
神
宮
寺
廿
首
寄
に
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

浄
忍
法
師

 
 
 
製
せ
め

て
我

つ
ら
き
は
さ
き

の
む
く
ひ
に
て
こ
ん
世

と
た
に
も
契
を
か
は
や

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
原
基
隆

 
 
 
鵬
恋

し
な
む
後

に
あ

ふ
よ

の
あ
る

へ
く

は
猶

お
し
か
ら
ぬ
命
な
ら
ま

し

 
 
 
 

(百
二
十
七
番
右
)

 
 
 
 
 
 
た
い
し
ら
す
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
平
忠
幹

 
 
 
鵬

こ
ひ
し
な
む
後

の
む
く
ひ
は
あ

る
物
を
逢
に
か

へ
た
る
命

な
ら
ね
は

 
 
右

の
三
首
も
類
似
し
た
内
容
を
持

つ
歌
群
で
あ
る
。
踊
番
歌

(『新
後
撰
和
歌
集
』

 
に
入
集
(九
三
七
)。
詞
書
は

一
首
前

に

「題
不
知
」
と
あ
る
)
は
、
眠
番

の
詞
書

を
受

け
る
と
は
考

え
難
く
、
麟
番
歌
と

の
歌
語

の
近
似
よ
り
し
て
、
@

の
揚
合

と
同
様

に

 
考
え
ら
れ
る

の
で
あ

る
。
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当
該
歌

の
状
態
を
示
す
。

 
 
 
 
 
 
鎌
倉
三
品
親

王
家

の
十
首
御
会
に
月
前
棲
…衣
 
 
 
 

 
源
親

行

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
え
(天
)

 
 
 
蹴

心
な
き

し

つ
は
た
衣

お
り
は

へ
て
う
た
す
は
夜
は

の
月

に
ね

な
ま
し

 
 
 
 
 
 
里
播
衣
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤
原
時
盛

 
 
 
第
を
と
な
し

の
さ
と

ン
は
い
は

し
す
む
人
の
あ
れ
は
や
今
も
衣
う

つ
ら

ん

 
 
 
 

(八
十
七
番
左
。
歌
頭
に

「撰
」
と
有
り
)

 
 
 
 
 
 
百
首
寄
中
に
山
家
播
衣
 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
想
生
法
師

 
 
 
蹴
秋
風
や
さ
む
く
吹

ら
ん
し
か
ら
き

の
と
山
の
さ
と
に
衣
う

つ
也

 
 
祖
番
歌

の
詞
書
は
、
宗
尊
親
王
家
に
於
け
る
十
首

歌
会

で
の
詠
作

で
あ

る
こ
と
を

示
す

も
の
で
あ
ろ
う
(源
親

行
は
、
『百
五
十
番
歌
合
』

に
は
不
参
加
)
。
『
百

五
十
番

歌
合
』

は
、

一
人
当
り
十
首

(左
右
各
十
五
人

・
百
五
十
番

 
計
三
百
首
)

の
歌
合

 
で
あ
り
、
例
え
ば
、
『現
玉
和
歌
集
』

(宗

尊
家
集
)

に
於
け

る
同
歌
合
所
収
歌

の
詞

書

は
、

「十
首
歌
合
に
」
で
あ
る

(「十
首

歌
会

に
」
(
二
ご
番
)
と
す
る
も

の
も
あ

る

一85



 
が

、
こ
れ
は

『私
家
集
大
成

』
が

「(
マ
マ
)」
と
注
す
る
如
く
、
誤
写
で
あ
ろ
う
)
。

 
従

っ
て
、

『新
和
歌
集
』
撰
修

段
階

に
於
け

る

「御
会
」
と

「歌
合
」
と
の
混

同

の

 
可
能
性
も
存
し
よ
う
。
し
か

し
、
同
集
に
は
、
詠
作
機
会
を
等
し
く

し
、
題
が
異

な

 
る
揚
合
に
は
、
34
番
詞
書

「藤
原
景
綱
五
十
番
寄
合

に
朝
望
山
花
」
↓

35

番

詞

書

 
「同
薪
合

に
山
路
花
」

の
如
く
記
載

す
る
例
も
見
え
る
。
故

に
、
蹴
番
歌
と
踊

番

歌

 
と
を
撰
者
が
区
別
し
て
い
た

と
す

る
蓋
然
性
も
あ
る
。
何
れ
に
せ
よ
、
踊
番
歌
が
、

 
「播
衣
」
を
主
題
と
す
る
詠
で
あ
る
為

に
、
躍
番
と
鰯
番

の
間

に
追
補
入
さ

れ

た
確

度
も
低
く
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る

(「里
播
衣
」

の
詞
書
が
ど

の
段
階
で
付
さ

れ

た

 
か
は
不
詳
だ
が
後
補
さ
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
か
)
。
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略
系
図
を

『尊
卑
分
脈
』

(第

一
篇

「道
兼
公
孫
小
田
」
)
に
よ
り
示
す
。

 
 
 
(八
田
)宗
綱
i

(宇
都
宮
)
朝
綱
-
成
綱
-
頼
綱

1

(小
田
)
知
家
ー
時
家

 
 
こ
の
時
家

は
、
文
永

八
年

(
=

一七

一
)

二
月
五
日
卒

(七
十
二
歳
)
、
従

五
位
下

 

・
伊
勢
守

・
評
定
衆
。
同
歌
合
成
立

の
弘
長
元
年

(
=

一六

一
)
に
は
、
引
付
衆

で

 
あ
り
、
同
年
十
月

(
一
説

十

一
月
)
出
家

し
た
。
勅
撰
集

に
は
、
法
名

の
道
円

の
名

 
で
、

『続
古
今
和
歌
集
』

・
『続
拾
遺
和
歌
集
』
に
計

三
首

入
集
。
猶
、
兄
家
政

の
猶

 
子
と
な

っ
た
と
見
ら
れ
る
。
〔尊
卑
分
脈

・
関
東

評
定
衆
伝

・
勅
撰
作
者
部
類
〕

24
 

『新

和
歌
集
』
に

は
真
観
11
藤
原
光
俊

の
歌

は
五
首
採
ら
れ
て

い

る
。
し
か
し
、

 
そ
の
五
首
は
全
て
、
宇
都
宮

の
縁
者
、
笠
間
時
朝
が
稲

田
姫
社
で
講
じ
た
十
首
歌
に

 
於

け
る
詠
で
あ
り
、
そ
の
詠
作
事
情
が
、
言
わ
ば
人
的
対
立
に
優
先

し
、
入
集

の
機

 
縁

と
な

っ
た
と
憶
断
さ
れ
る
。

25
 

『続
古
今
和
歌
集
』

の
撰
者

に

つ
い
て
は
、
正
嘉
三
年

(
一
二
五
九
)
三
月
十
六
日
、

 
為
家

一
人
に
院
宣
が
下
さ
れ
た
が
、
弘
長

二
年

(
=

一六

二
)
九
月
、
基
家

・
家
良

 

・
行
家

・真

観
の
四
人
が
撰
者
に
加
え
ら
れ
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
将
軍
宗
尊
親
王

 
の
歌
道
師
範

と
し
て
柳
営

の
力
を
も
利
用
し
た
真

観
の
策
動
が
あ

っ
た
、
と
す
る
見

 
解
が
、

一
般

化
し

つ
つ
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

26
 

『新
和
歌
集
』
中

に
は
、

「藤
原
景
綱
百
五
十
番
寄
合
し
侍
け
る
に
…
…
」
等

の
詞

書
が
散

見
さ

れ
、
景
綱
が
家
に
百
五
十
番
歌
合
を
催

し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
或

い

 
は
、
こ
の
詞
書
と

の
か
ね
あ
い
も
あ
り
、

『中
務
卿
宗
尊
親
王
家
百
五
十
番

歌

合
』

 
の
詞
書
が
記
載
さ
れ
な
か

っ
た
か
と
も
憶
測
さ

れ
る
が
、
確
証
は
な

い
。
景
綱
家
百

 
五
十
番
歌
合

の
成
立

(催
行
)

の
時
期

・
事
情

(或

い
は
鎌
倉

に
対
抗
し
た
か
)

と

 
共
に
後
老
を

侯
ち
た

い
。

27
 

注
9
所
掲

の
石
川
氏

の
見
解
に
も
重
な
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

28
 

こ
の

「藤
原
公
網
」
に

つ
い
て
、
石
田
吉
貞
氏

は
、
そ
の
成
立
時
期

の
説

と
矛
盾

 
し
な
い
、
承
久
頃

の

「阿
曽
沼
公
綱
」
と
し
て
い
る
。

又
、

森

口
奈
良
吉
氏

(
『新

和

歌
集
』
(昭
12
 
宇
都
宮
二
荒
山
神
社
刊
)
解
説
)
・
石
川
速
夫

氏
等

は
、
南
北
朝
期

の

 

「宇
都
宮
公
綱
」
と

し
て
、
そ

の
歌

の
追
補
を
考
え

て
い
る
。

29
 
後
藤
家
か
ら
は
、
他

に
基
綱
女
が

一
首
入
集

し
て
い
る
。

30
 

両
家
及
び
周
辺

の
関
係

を
略
系
図
を
以

て
示
し
て
お
く
。

 
 

 
(後
 
藤
) 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

(『尊
卑
分
脈
』
に
よ

る
)

 
 
 
 

基
綱
 
 
基
政
 
-
- 

基
頼
-

基
宗

(宇
都
宮
)

 

頼
綱

1
基
隆

(御
子
左
)

 

定
家

頼
業

ト

(安

達
)

景
盛
-

義
景

1
泰
綱
 
 
 
 
景
綱甚

 
 
ち
な
み
に
、
右
系
図
に
も
表
示
し
た
如
く
、
時
盛

も
宇
都
宮
家
と
縁
戚
関
係
に
あ

 
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
従

っ
て
、
時
盛

の

『百

五
十
番
歌
合
』
歌

の

『新
和
歌
集

』

追
補

も
、
後
藤
基
政

・
基
隆

の
場
合
に
準

じ
て
判
断
さ
れ
よ
う
。

31
 

父
祖

の
子
を
為

し
た
年
齢

の
考

量
に
よ
る

(注

5
所
掲
拙
稿
0
)。

  :・


